
園長 園木彩子

2026.10.13

1



ようこそ
双羽幼稚園へ

「ここなら安心」から
「やってみたい」が始まる
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自分の思いをもって

自分らしく

WELCOME

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「本日は双羽幼稚園の入園説明会にお越しいただき、ありがとうございます。
本園の園長をしております、園木彩子と申します。
どうぞよろしくお願いいたします。

今日は、園の制度や決まりだけではなく、�双羽では子どもたちがどんなふうに過ごし、どんな育ちを大切にしているのかを中心にお話ししたいと思います。

さて、今年度、私たちが大切にしている言葉は、『自分の思いをもって、自分らしく』　です。

早速ですが、子どもたち一人ひとりの「やってみたい」を大切に育てる双羽の保育について、
お話していきたいと思います。




3

TODAY’S TOPICS

01 双羽幼稚園が大切にしていること

02 ０～２歳児の双羽保育をのぞいてみる

03 園と家庭で一緒に

最後に・・・・

「自分のことが好き」といえる子に

◆ 質問タイム 気になること等何でもどうぞ

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「今日は大きく3つのお話をします。
まず、双羽幼稚園が何を大切にしている園なのか。
次に、実際の保育を少しのぞいてみます。
そして最後に、園と家庭で一緒に子どもを育てていくということについてお話しします。
最後は、私たちが目指している子どもの姿につなげたいと思います。」
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ともに育ち合い
よりよく生きる

01 双羽幼稚園が大切にしていること

こどもを
まんなかに

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「双羽幼稚園の基本理念は、

『ともに育ち合い、よりよく生きる』です。

私たちは、本園で育つのは「子どもだけ」とは考えていません。
子どもと先生、子ども同士、そして園と家庭も、一緒に育ち合っていく。
その中心にいるのが子どもたちです。
だからこそ、まず『こどもをまんなかに』ということを大切にしています。」
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0歳児

心も体も気持ちいい

1歳児

「やってみたい！」が動き出す

2歳児

揺れるココロも愛おしい

01 双羽幼稚園が大切にしていること

安心できるから「やってみたい」が育つ

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「0歳から2歳は、とても大きく変化していく時期です。
0歳は、まず安心して、心も体も気持ちよく過ごせること。
1歳になると、『自分でやってみたい』がどんどん出てきます。
そして2歳。
『ジブンデ』と言ったかと思えば、『イヤ』と言う。
でも、その一方で『あまえたい』。
この揺れる気持ちそのものが、大切な育ちです。
私たちは、『困った行動』として見るのではなく、その行動の中にある子どもの思いを受け止めていきたいと考えています。」
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02 双羽の0～２歳児保育をのぞいてみる

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここからは、実際の0～2歳児の保育を少しご紹介します。

本園では、3歳未満児で育児担当制を取り入れています。

食事や排泄、着替えなど、毎日の生活に関わることを、できるだけ同じ担当の保育者が継続して関わります。
そして、入園したばかりの時期は、慣らし保育にも少し時間をかけています。

最初は親子で園で過ごし、保護者と担当保育者がゆっくり関係をつくっていきます。
そこから少しずつ、子どもだけで過ごす時間を増やし、�最後には一日を園で過ごせるようにしていきます。

これは、ただ子どもが園に慣れるためだけではありません。
保護者と担当保育者が信頼関係をつくっていく様子を、子ども自身が感じ取ることも、とても大切だと考えています。

「おうちの人が、この先生と一緒にいる」�「おうちの人が、この先生に任せている」
そんな様子を感じ取る経験が、�「この先生なら大丈夫」�「ここなら安心」�という気持ちにつながっていきます。

そうして安心できる人がいるからこそ、�保育者から少し離れて遊んでみたり、�気になるものに手を伸ばしてみたり。
子どもは少しずつ、自分から周りの世界へ向かっていきます。
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02 0～２歳の双羽の保育をのぞいてみる

泣く

怒る

甘える

「イヤ！」

これも大切な育ちです。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「0～2歳の子どもは、自分の気持ちをまだ言葉では十分に伝えられません。

安心できる人がいるからこそ、子どもは自分の気持ちを出すことができます。

泣いたり、怒ったり、甘えたり、�「イヤ！」と言ったり。

まだ言葉では十分に伝えられないからこそ、こうした姿そのものが、子どもからの大切なメッセージです。
「困った行動」として止めるのではなく、�「この子は何を伝えたいんだろう」と考える。
そんなふうに、一人ひとりの気持ちを受け止めています。
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02 0～２歳の双羽の保育をのぞいてみる

生活そのものが「保育」です

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そして、毎日の生活も、大切な育ちの場です。

食べること、眠ること、着替えること、排泄すること。

大人からすると、毎日の生活の中で当たり前にしていることですが、子どもにとっては、一つひとつが大きな経験です。

「自分でやってみたい」という気持ちを大切にしながら、�できるところは自分でやってみる。�難しいところは、先生が手を添える。
そうした毎日の積み重ねの中で、�少しずつ「自分でやってみよう」という気持ちが育っていきます。




9

02 ０～２歳児の双羽の保育をのぞいてみる

やってみたいが動き出す！

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
この写真は、1歳7か月の子どもの姿です。
乳児の保育室にある「シュシュ」という手作りのおもちゃで遊んでいます。�
最初は、水の入った少し重たいペットボトルに、シュシュを通して遊んでいました。
ところが、遊んでいるうちに、�「これ、自分の足にも通せる」と気づきました。�
そこから、今度は自分の足に通してみる。
大人が「こうやって遊ぶものだよ」と教えたわけではありません。�
自分で触って、試して、気づいて、�遊び方を自分で広げていったのです。
そして、この「通してみる」という遊びの経験が、��その後の「自分で靴を履いてみる」「自分で靴下をはいてみる」という姿にもつながっていきました。�
子どもの「やってみたい」は、遊びの中から生活へもつながっていきます。
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02 ０～２歳児の双羽の保育をのぞいてみる

遊びを通して世界が広がる

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そして、子どもたちは遊びを通して、世界を広げていきます。

気になるものに触れてみたり、�お人形のお世話をしてみたり、�何かになりきってみたり。

自分がしてもらったことを、今度は自分がやってみることもあります。
「やってみたい」と思ったことを、自分なりに楽しむ。
そんな遊びの積み重ねが、子どもの世界を少しずつ豊かにしていきます。
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02 ０～２歳児の双羽の保育をのぞいてみる

ひとりで遊ぶことも
誰かと一緒にいることも

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
遊び方も、一人ひとり違います。

一人でじっくり遊ぶこともあれば、�少しずつ周りの友だちが気になって、�同じものを見たり、そばにいたりすることもあります。

まだ「一緒に遊ぶ」という形ではなくても、�誰かの存在を感じながら過ごすことも、大切な経験です。

一人でいることも、誰かと一緒にいることも。�その子のその時の姿を大切にしています。
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02 ０～２歳児の双羽の保育をのぞいてみる

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そして、子どもたちは毎日の生活や遊びの中で、�いろいろなものに出会います。
「なんだろう？」
じっと見てみる。�触ってみる。�近づいてみる。

そんな小さな「なんだろう？」が、
「やってみたい」につながっていきます。

私たちは、子どもたちの「なんだろう？」を見逃さず、�一緒に面白がりながら、その先の「やってみたい」を支えていきたいと考えています。
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02 ０～２歳児の双羽の保育をのぞいてみる

0～２歳の「やってみたい」は
３歳からの「やってみよう」へ

０～2歳児の育ち
・安心できる人がいる
・「なんだろう?｣「やってみたい」
・自分やってみる

3～5歳児の育ち
・３歳：自信満々の小さな挑戦者
・４歳：ぶつかり合いながら仲間とつながる
・５歳：仲間と力を合わせてやり遂げる

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここまで、0歳から2歳までの子どもたちの姿を見てきました。 

安心できる人がいる。�自分の気持ちを出してみる。�『これなんだろう？』と興味を持つ
『やってみたい』と思う�そして、自分で触れてみる、やってみる。
�そうした一つひとつの経験が、3歳からの育ちにもつながっていきます。

「3歳になると、自分でやってみたいことがどんどん増えていきます。
�4歳になると、友達の存在が大きくなって、ぶつかることも増えてきます。
�そして5歳になると、友だちと考えを出し合ったり、力を合わせたりしながら、一つのことをやり遂げる姿がみられるようになります。 

３歳からの育ちの土台にあるのが、0歳、1歳、2歳の頃に積み重ねてきた
「ここなら安心」
「この先生なら大丈夫」
「やってみてもいいんだ」
という経験です。

ですから本園では、０歳から２歳の頃から、子どもたちの「やってみたい」を大切に育てていきたいと考えています。
そして、その「やってみたい」が３歳からの「自分で選ぶ」「友だちと一緒にやってみる」につながっていきます。
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03 園と家庭で、一緒に

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
当然ながら、子どもの育ちは、園だけで完結するものではありません。

園で見せる姿と、ご家庭で見せる姿は違うこともよくあります。

だからこそ、お互いに子どもの姿を伝え合いながら、一緒に考えていきたいと思っています。

子育ての中で困ったときには、�『こんなこと相談していいのかな』と思わずに、ぜひ園に話してください。

一緒に子どもの育ちを見ていきましょう。
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03 園と家庭で、一緒に

認定・保育時間
保育料

休園日・長期休業 土曜保育

給食・食費 制服・持ち物 その他

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後に、入園にあたって知っておいていただきたいことです。

認定による利用時間や休園日、給食、持ち物などについては、別紙にまとめています。

今日ここですべてを詳しくお話しすると、どうしても保育の話が少なくなってしまいますので、あとでご家庭で確認していただければと思います。

特に、令和９年度からはスクールバスの運行はなくなります。この点につきましては、入園を検討される条件のひとつとなるかと思いますので、お知らせしておきます。

その他、分からないことがあれば、いつでも園に聞いてください。」
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おわりに

自分で選んで、
やってみて、
仲間とともに育っていく。

明るく。

たくましく。

創造性豊かに。

「自分のことが好き」といえる子に。

ともに育ち合い、 よりよく生きる。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「今日お話ししたことを一つの言葉にすると、私たちが目指しているのは、�『自分のことが好き』と言える子どもです。

自分で選んでみた。
やってみた。
失敗したけれど、もう一度やってみた。
友達と一緒にやってみた。
『先生、見てて』と言って、見てもらった。

０歳、１歳、２歳の頃には、
「この先生なら大丈夫」
「ここなら安心」
という経験を重ねる。

そして３歳、４歳、５歳になると、
「自分でやってみよう」
「友だちと一緒にやってみよう」
という気持ちが少しずつ広がっていく。


そういう毎日の小さな経験が、�『自分って、けっこういいな』�『やってみても大丈夫だな』
という気持ちにつながっていくのだと思っています。

子どもたち一人ひとりの『やってみたい』を大切にしながら、私たちも一緒に育ち合っていきたいと思っています。
本日はありがとうございました。」
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